第二十号様式（第三十条第一項）
　
自己情報利用停止等請求書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　　
　　千葉県知事　　　　　　　　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先電話番号（　　　）　　　－
　　
　　　　　年　　月　　日付けで開示を受けた自己の個人情報について、千葉県個人情
　報保護条例第40条第1項の規定により、次のとおり利用停止等を請求します。
	利用停止等請求に係る個人情報
を記録する行政文書の件名
	

	利用停止等請求に係る個人情報
の内容
	（利用停止等請求に係る個人情報の具体的な内容を記
載してください。）


	利用停止等請求の趣旨
	

	利用停止等請求の理由
	


　注　
　　１　本人の委任による代理人が利用停止等請求をすることはできません。
　　２　法定代理人として法人が利用停止等請求をする場合には、主たる事務所の所在地、名称、代表者の氏名及
　　　び担当者の連絡先電話番号を記載してください。
　　３　利用停止等請求の際には、利用停止等請求をしようとする者であることを確認するために必要な書類（運
　　　転免許証、旅券、個人番号カード等）を提出し、又は提示してください。
　　４　利用停止等請求の際には、自己情報開示決定通知書又は自己情報部分開示決定通知書を提示してください。
　　５　法定代理人が利用停止等請求をする場合には、３の書類のほかに、戸籍謄本等法定代理人の資格を確認す
　　　るために必要な書類を提出し、又は提示してください。
　　６　利用停止等請求の際には、利用停止等請求をする趣旨及び理由を明らかにする書類等を提出し、又は提示
　　　してください。

　　法定代理人が本人に代わって利用停止等請求をする場合には、次の欄にも記入してください。
	未成年者又は成年被後見人の別
	□未成年者（　　　　年　　月　　日生）
□成年被後見人

	本人の
氏名及び住所
	氏名
	

	
	住所
	



＜職員記入欄＞この欄には記入しないでください。
	確認用書類
（免許証等番号）
	□運転免許証　□旅券　□個人番号カード
□その他（　　　　　　　　）

	担　　当　　課（所）
	
電話番号（　　）　　　―

	備考
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